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Macau, the last Portuguese settlement in Asia, saw English merchants gradually 
gaining an influence in the country trade of China during the long period of about 300 
years between 1557 and 1842. This paper examines the process of the English 
affluence in Macau and Canton, focusing on those typical grievances of Englishmen 







IV H.M.S. Hyacinth 航海日誌とスタントン投獄事件 
 
Appendix:  A.A.de Silveira Pinto to Sir A.R.Johnson,  
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Ⅰ 居留地マカオの形成 
 














































































ガル人でこそないものの、伝道の旅に先立ちポルトガル国王に面会したり、1541 年 4 月 
7 日の出航にあたり、インド総督がリスボンからゴアまで同行した。ザビエルが日本に関
し最初に耳にしたのが、1547年 12月のマラッカにおいてであり、アンジローの故郷、鹿
児島への到着は、1549 年 8 月 15 日になった。二年三ヶ月ほどの日本伝道の後、1551 年
11 月中旬に日本を去る。その後、ゴアとマラッカを訪れたザビエルは、終焉の地となる
マカオ・香港海域の「聖ヨハネ島」（Saint John Island / Sanchao / Shang Chuan / 















カオ（Macau / Macao / Amacon / Amacao / Amangao / Oumun / 澳門）への最終的なポ
ルトガル人居留地の移動は、1555 年から 1557 年の時期に起きている。左右に良好な湾












憑性を失ってきていると上に述べたばかりであるが、1555 年 11 月 20 日にマカオの発信、
と記した彼の書簡の中で、“today I arrived in Amaquoa having come from Lampacau, 
the port where we were before”（Cesar Guillen-Nunez: p.6）と述べており、最初にマ
カオの名前を西洋の記録に登場させた栄誉だけは、疑問の余地がなさそうである。 
マカオの歴史に関する研究は、スウェーデン人の Andrew Ljungstedt による『中国に
おけるポルトガル居留地に関する歴史的素描』（1838 年ボストン刊）に始まると言われな
がら、その後、19 世紀の間に進展せず、今世紀に入ってから  Charles Boxter 、
J.M.Braga 、Montalto de Jesus 、Austin Coats、Maurice Collis、Lindsay Ride、
Francisco Luiz Gomes、Father P. Manuel Teixeira 、B. Basto da Silva 、Cesar 
Guillen Nunez 、Rosmarie Wank-Nolasco Lamas 等のマカオ史調査の成果が続々と発
表され、「マカオの過去は徐々に秘密を解き明かされるようになった」（Coats: Macao 
－109－ 
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Narrative, p.108）。 



















































































教や神父の嫉妬故に、特に難しいであろう」と忠告しているほどである。従って 1807 年 












マカオに現れた最初の英人は、スコットランド出身の William Carmichael と言われて
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Ⅲ アヘン戦争に至る英人のトラブル 
 
英国東インド会社の前身 The Company が発足してから約 100 年経過するまでの期間、
英国の対中国貿易はアモイを中心に断続的に密貿易を繰り返していたに過ぎない。1685
年に中国諸港の開港宣言が公布されたものの、東インド会社の商船による定期的な交易の
開始は、更に 10年余り遅れて 1699年の Macclesfield 号の派遣からになった。その後の 



































“You will consider yourself authorized upon their behalf to conclude an arrangement 
for the taking of two or three vessels adequately manned and equiped to proceed to the 





る。その点で次に触れる James Innes の事件は象徴的な出来事と言える。 
1835 年 8月 12日付で James Innes は、英国貿易監督官の Sir George B. Robinson 
宛に、船荷没取事件の経過説明と今後の行動計画を知らせた。スコットランドの Durris 
に在住する John Innesの長男であるこのジェームスは、1834 年 12 月中に、マカオの中






る、と没収から半年余り経過した 1835 年 7 月に英国貿易監督官にすでに告げてあった
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いう批判が見える。それだけでないのである。私的な武装行動を阻止するために、同監督









（1836 年 5 月 28 日付）で伝えるまでに発展した。このような一連の動きが誘因となっ
て、やがて 1841 年 1 月 25 日月曜日の調査隊上陸、翌日の英国艦隊による香港占領を導
いたと言えるであろう。 
乱暴な事件の種類の一つに、英国商船の乗り組み員による反乱がある。1835 年中には
こうした騒ぎ（insubordination）が多く見られたが、更に 1836 年前半だけでも同様の 
“the display of the like mutinous spirit”が多発しており、 7月 17日から 19日までの僅
かな期間に、三隻もの英国商船（Donna Darmelita, Lady Clifford, Solway）で起きた。
現地の英国貿易監督官に取り締まりと懲罰の権限を強化して欲しい、という内容の書簡が、
前出の James Innes によって現地貿易商の立場から書かれているのも、皮肉に満ちた事
の成り行きと言える。 













ない。モリソンの評判についてはすでに触れた。1838 年 5 月 16 日付のポルトガル語書
簡に、英人医師 Thomas Richardson Colledge の貢献に謝意を表明して、署名したマカ















1839 年 11 月 3 日の正午頃である。首席監督官エリオットの事前指示にもとづき、二




挙げる七隻であった。Hyacinth 号（艦長  William Warren）、  Voltage 号（艦長 




英国の母港は Portsmouth であったが、1835 年前半にニュージーランドから太平洋を北
上して、1835 年 10 月 2 日にバタビア到着、その後シンガポール、カルカッタ、ボンベ
－117－ 
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イに寄港しただけで華南に一度も立ち寄らずに、希望峰経由によって母港へ 1836 年 11
月 22 日に戻っている。そこで新艦長に就任したヲーレンは、約一年後の 1837 年 11 月
15 日に母港を出航し、任地の東南アジア海域に向かった。シンガポール港への到着まで
に約半年を費やし、1838 年 5 月 29 日火曜日に入港した。それから約一年半の間、シン
ガポール、マラッラの海域を巡行していたのが、中国情勢の緊迫によって新たな任務の指







10 月末の記述と関連している。10 月 28 日に前出ヴォルテージ号が近くに来て投錨した。
翌日の午前 9 時半に、それまで近くで停泊していた英国商船 Royal Saxon 号が、北上を
開始して、危険地域の広東に接近する気配を見せるので、ヴォルテージ号と共同の追跡が
始まった。午後 12時半に Royal Saxon 号の停泊を命じると同時に、貿易監督官からの通




展した。前述したように 11月 3日午後 12時 10分、ついに英国軍艦二隻と中国艦隊との











アシンス号は、1840 年 2 月 4 日に二度目の入港を、更に 1840 年 7 月 19 日日曜日から 






って、歓迎できないものとなる。三度目の入港の場合には、1840 年 7 月末までにようや
くマカオ港を離れて沖合に出たヒアシンス号は、ほかの四隻の英国軍艦（Druid, 
Columbine, Kimrod, Pinace）と艦隊を組み、中国国籍の大型塩運搬船四隻を拿捕・沈没




タントンの消息不明についてマカオ総督ピント（Adriao Accacio de Silveira Pinto）に連
絡した第一報には、1840年 8月 8日の日付がある。若い宣教師の英人スタントンは、マ
カオの自宅を 8 月 6 日早朝 4 時にボートで水泳に出たまま帰宅しておらず、英人暗殺を
勧める公示も発表されている折りから、安否が気づかわれていると切り出している。また、
首席貿易監督官（Superintendent）エリオットの 1840 年 6 月 23 日付書簡に対するマカ
オ総督ピントの回答に言及して、交戦下の英国と中国の間にあって中立路線を守るという
総督の基本方針が一方にありながらも、他方、マカオに於ける「英人の身の安全を確保す
るための対策も取られてきていないことも同時に明白である」（“it appears that a state 
of strict neutrality is intended to be maintained on the part of your Excellency: But ‘it 
is as plain that effectual measures for the complete safety of the English have not been 
taken.’ The disappearance of Mr. Vincent Stanton under the suspicious circumstances 


























To The Most Illustrious Sir A.R.Johnson, Deputy Superintendent &c. &c.  
Macao, 10th August 1840  
The Undersigned, Governor of Macao and its Dependencies, has the honor to inform the Deputy 
Superintendent of the Trade of British Subjects in China, that He has just been verbally notificed by 
Captain Smith, Senior Officers of the Naval Forces in these Seas, that, if the missing British subject 
Mr. Stanton, is not produced within a certain period of time by the Chinese Authorities, He will 
cause two of the Ships under his command to move into the Inner Harbour of Macao: And, although 
such a notification has been answered as was becoming the dignity of the Representative of Her Most 
Faithful Majesty in this place, and its Governor, The Undersigned hopes, according to the Law of 
Nations, to receive this notification by writing, in order that He may give it a written answer in self 
vindication, and for the Knowledge of all the World. The Undersigned has to acquaint The Deputy 
Superintendent beforehand, that the He will consider this step (should it by chance be taken) as an 
act of determined hostility; and, whilst more ample Protests are not put forward, He now protests 
most formally and solemnly against you, and against all whom it may concern.  
－120－ 
アヘン戦争前夜のマカオに於ける英人居住についての一考察 
As you have quoted the 3rd Article of the Treaty between His Britannic Majesty and His Most 
Faithful Majesty, signed at Vienna on the 22nd January 1815, the opportunity is arrived (in order to 
avoid for the future a recourse to forced interpretations), to tell The Deputy Superintendent that if 
by this Article the Treaty of 1810 was annulled, we also find therein the following: “without prejudice, 
however, to the ancient Treaties of Alliance, Friendship, and Guarantee, which we have so long and 
so happily subsisted between the two Crowns, and which are hereby renewed by The High 
Contracting Parties, and acknowledged to be of full force and effect.” By all these Treaties the 
subjects of your Nation are prohibited to trade, and even to continue residence in this City; and the 
entrance of any Ship into the Inner Harbour is entirely interdicted, there having been no other 
instance than that of the “Hyacinth” which was sent in by the same Acting Senior Officer, and 
concerning which this Governor behaved as is publicly known.... The Undersigned feels that He must 
not fail to warn The Deputy Superintendent against so hostile and so impolitic a measure, making 
you at the same time sensible that for the evils, which are going to follow, are only to be held 
answerable those who shall assist in them.  
The Undersigned, however, does not fail to offer you again the assurance of His most perfect 
consideration. 
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